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　分析とは歴史を振り返ると「これは何からでき
ているのだろう」「これはどんな化合物を含んで
いるのだろう」という疑問から、化学と物理を駆
使して「中身の成分や仕組みを知る科学」を創造
することから始まったと言えます。最初は化学の
進歩から試薬が生まれ、光学、精密工学、機械工
学などから分析機器が生まれ、分離技術としてク
ロマトグラフィーの発明から多くのクロマト機器
の発展が産業に大きく貢献してきました。これら
の化学分析市場では、装置や試薬の完成における
製品上市において、市場の研究者は使徒を研究者
自身が開発し応用範囲を広げて発展することがで
きたと考えられます。
　しかしながら「生命を測る」発想として進化し
たバイオサイエンス領域では、「DNA や蛋白質
の仕組みを知りたい」という願いから、世の中に
存在するあらゆる分析技術から組み合わせたツー
ルを組み立てることにより、ゲノム解析やその他
生命メカニズムを計測できる装置や試薬の仕組み
を駆使して手法論開発に専念したことによる成果
と考えられます。つまり、当初の分析機器市場拡
大のメカニズムとは異なるスキムにより市場成長
を果たしてきたことになります。
　ヒトゲノム解読終了宣言された 2001 年以降は、
さらなる機器進歩とデータ蓄積の時代に入り、10
年以上の年月が過ぎました。そして現在、IT 革
命による市場インフラ改革と共に、蓄積された
データを利用して応用し、実用化の時代としての
新しい時代がスタートしたと言えましょう。従っ
て、多くの製造業に保有される技術が、新しい技
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先端診断イノベーションゾーンの狙いと
今後の展望

JAIMA では、「先端診断」を『分析技術と多様な科学技術の融合により創出される新たな臨床診断や
ヘルスケアマネージメントを確立するための研究領域』と定義しました。

術融合により近未来のヘルスケアイノベーション
時代における製品に反映されなければならない時
代圏が始まると想像されます。

　現在進行中の「医療イノベーション」には、創
薬ネットワークや ARO 機能を有する中核病院の
整備、医療機器の開発支援、個別化医療、遠隔地
医療など多岐の内容が含まれています。既に分析
機器は現在でも創薬分野を始めとして、医療の分
野でも幅広く利用されており、これらの技術進化
は医療における「診断」の領域に大きな貢献と変
革を果たしています。
　20 世紀後半における新たな分析機器の進歩は、
遺伝子解析を可能にし、蛋白質科学の解明を著し
く進歩させることができるようになりました。さ
らに 21 世紀に入ると、遺伝子解析が高速・廉価
で読み取れるようになり、また遺伝子に書かれた
コードと蛋白質機能解析、さらには代謝系との関
係が明らかになり、生命体機能をシステムバイオ
ロジーという言葉に代表されるように、生命体を
全体から解析しようという新たな試みの方法論が
生まれています。
　分析機器の感度向上は、今まで測定が困難とさ
れた新たな生体物質の検出や定量を可能にし、ま
た同時に膨大な測定データを処理できる解析技
術も IT の進化により開発されています。例えば、
新聞やメディアでも報道されたように、唾液、呼
気から癌を見つけることが可能となり、また機器
の高感度化は採取試料の微量化を可能にできるた
め、患者に負担の掛らない試料採取方法なども開
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　こうした背景を鑑み、「先端診断イノベーショ
ンゾーン」の目玉企画である基調講演は、近未来
先端診断市場で特に注目度の高いテーマを日毎に
設定し、世界動向・日本の戦略や最前線で活躍さ
れている多くの最先端研究に携わる著名な先生方
による講演を企画しました。
　本ゾーンは昨年の 2 倍のスケールで実施しま
す。（今年：約 900㎡　昨年：440㎡）「展示ゾーン」
には、30 社を超える出展企業・団体の展示に加え、
主催者企画展示コーナーでは「先端診断」をわか
り易く解説するブースや、「日本発」の先端診断
をテーマとした、科学技術振興機構、産業技術総
合研究所、バイオチップコンソーシアムの最新研
究を紹介する企画展示も行います。また、出展企
業からの最新情報が得られるプレゼンテーション
も会場内で実施するなど、豊富な企画で開催いた
します。

① 基調講演：3 日間で 17 テーマ

テーマ：	
初日（9/3） ：先端診断の世界の動向と日本の戦略 
２日目（9/4）：クリニカル分野における各種質量
　　　　　　　分析計による先端診断
３日目（9/5）：遺伝子診断の現状と将来展望

基調講演者（一部抜粋）
・ 内閣官房　健康・医療戦略室
　  長谷弘道 氏
・ AIST（産業技術総合研究所）　	 　　　	
　  夏目 徹 氏
・ JST（科学技術振興機構）FIRST 研究者	
　  田中耕一 氏 （株式会社島津製作所 )
・ JST（科学技術振興機構）FIRST 研究者	
　  川合知二 氏（大阪大学）　　　　　
・  Lund 大（スウェーデン）　			 
　  György Marko-Varga 氏

発されています。これらの技術革新は治療道具の
進歩に併せて、治療を適切に判断するための診断
法として、治療法とセットで開発される仕組みが
重要になります。
　また、医薬品開発はテーラーメード化による個
別投薬の方向に向いており、これらの医薬品はコ
ンパニオン医薬品と呼ばれ、その使用に適合する
かの診断法をコンパニオン診断と呼びます。従っ
て新薬開発には開発過程においてコンパニオン診
断開発を併設して進行する必要性があります。
　我々は、このような新しい診断技術を ｢先端診
断｣ と呼び、分析機器が役立つ医療イノベーショ
ンにおいて JASIS2013 では「メディカルイノベー
ションゾーン」を新たに始動させましたが、さら
なる集約した目標を掲げて JASIS2014 では『先
端診断イノベーション』に改名し、将来のヘルス
ケアイノベーションに向けての第一歩を確実なも
のにする決意で臨むことになりました。

　先端診断イノベーションを推奨する大きな目的
は、多くの国内産業から近未来における新しいラ
イフサイエンス市場に参入できる扉を開け、可能
性を引き出すためのプラットホームになることと
考えるべきです。未病や健康維持を確実にする科
学は、これらの先端診断から生まれる技術に共通
する領域が多々あります。食品開発、機能性食品、
サプリメント、スポーツ医学、テーラーメード健
康診断から環境バイオ、畜産バイオ、海洋バイオ、
農業バイオに至るまで多くのライフサイエンスイ
ノベーションにおいて、先端分析技術は欠かせな
い重要な産業として成長できる可能性は充分ある
と考えられます。近未来における多くのヘルスケ
ア領域で活躍する製品に、「メイドインジャパン」
が搭載され、”Japan is No.1”と呼ばれ復活でき
る日を目指して、その第一歩を踏み出す企画が

『JASIS2014先端診断イノベーションゾーン企画』
と想定しています。
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先端診断イノベーションゾーン基調講演プログラム

先端診断イノベーションゾーンには
①基調講演　②ポスター発表　③展示　
④参加企業によるプレゼンテーション　
⑤商談コーナー　⑥特別企画展示　
の各コーナーが設置されます。

先端診断イノベーションゾーン概略デザイン


